





























































































































ハンドブック 明鏡 三省堂 現代例解 新明解
進む　 13 8 7 7 3

































5 . 2 　「進む／進める」語義の対応
表 2 ・ 3 で示した語義の数からもわかるように、自動詞他動詞間で対応している語義と対
応していない語義がある。対応している語義が 6 個で、対応していない語義は「進む」に 4
個あった。（表 4 ・ 5 ）
「進む」の語義番号 4 ・ 6 は「進める」では一つの語義にまとめられていたため、語義番
号 3 と対応することになる。
5 . 3 　「進む」調査結果
まずは「進む」の分野別調査結果から見ていくこととする。図 1 は「進む」の語義のうち、
他動詞と対応している語義の分野ごとの使用状況である。
文学では、基本義である語義番号 1 に使用が集中し、反対に語義番号 2 ・ 5 の使用はほと
んど見られなかった。社会科学と自然科学では、文学のように一つの語義に使用が集中する
ことはなく、どちらも語義番号 4 ・ 5 ・ 6 に分散する結果となった。
このことから、 3 分野共通で使用が見られた語義は語義番号 4 ・ 6 と言えそうである。ま




語義番号 語義 語義番号 語義
1 前方に移動する 1 移動させる・前進させる
2 上の段階・地位に移行する 2 上の段階・地位に移行させる
4 物事が進行する 3 物事を進行させるより高い段階へ推進させる
6 物事が好ましい方向に動く
5 物事の状態・程度が甚だしくなる 4 程度・度合いが何らかの原因で高まる










































2 4 5 9
― ―34
次に、「進む」の語義のうち他動詞との対応が無かったものの使用状況を図 2 にまとめた。































る語義番号 1 は文学で使用が見られたが、その他の 2 分野では使用は少なかった。語義番号








5 . 5 　自動詞他動詞別に着目した分析





















表 6　 2もしくは 3分野共通で使用が見られた語義の自他別比較
進む 進める
語義番号 語義 語義番号 語義
1 1
2 2







る」語義番号 4 は社会科学で 5 ％、自然科学で10％弱の使用があるだけであった。また、「進















これらのことから、「進む」では基本義である語義番号 1 （前方に移動する。）に加え、 3
分野共通で使用が見られた語義番号 4 （物事が進行する。）、 2 分野共通で使用が見られた語



























の語義数が11個、「乗せる」の語義数が 9 個と考えることとした。（表 8 ・ 9 ）
表 7　「乗る／乗せる」語義数の比較
ハンドブック 明鏡 三省堂 現代例解 新明解
乗る　 16 11 15 6 4





















6 . 2 　「乗る／乗せる」語義の対応
次にそれぞれの語義の対応を見ていくこととする。「乗る」では語義を11個に分けたが、
そのうち他動詞「乗せる」と対応している語義は 9 個、対応していない語義が 2 個であった。
また、「乗る」の語義番号 1 ・ 2 は「乗せる」では語義番号 1 、つまり一つの語義に対応し
ていることになっている。自他動詞の対応がなかったものは、「乗る」では 2 個、「乗せる」
では 1 個であった。（表10・11）



































3 加わる・参加する 2 なかまに入れる・参加させる
4 （感動・興奮して）調子づく 4 （感動・興奮させて）調子づかせる
5 勢いのまま進む 8 勢いを加える
8 だまされる 5 相手をこちらの思うとおりに動かす・あざむく
9 調子がうまく合う 6 調子に合わせる
10 それによって運ばれる 7 それによって運ぶ
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は、今回の調査では 3 分野で 0 ％、語義番号 9 （調子がうまく合う）や語義番号11（ある基




また、「乗る」には他動詞「乗せる」と対応していない語義が 2 個あった。語義番号 6（利
用して効果を上げる）と語義番号 7（引き込まれてする気になる。）である。これらの語義は、
― ―41
どの分野でも10％以下の使用であったが、自然科学ではどちらも 0 ％であった。（図 5 ）
語義番号 6 は文学、自然科学では使用が確認できず、社会科学のみ 6 ％の使用であった。









6 . 4 　「乗せる」調査結果


































































6 . 5 　自動詞他動詞に着目した分析
以上述べたような分野別に使用が多かった語義が、自動詞他動詞間も対応するかを見てみ





































る」語義番号 7 では文学で 8 ％、「乗せる」語義番号 3 では社会科学で10％の使用が見られた。
6 . 6 　「乗る／乗せる」まとめと考察
以上述べてきた調査結果より、分野別また自他動詞別の使用状況についてまとめておく。
まず分野別の使用状況では、「乗る」でも「乗せる」でも最も使用が多かった語義に使用が
集中していたため、「乗る」では 2 分野共通で使用が多く見られたものはあまりなく、 3 つ
の分野それぞれで10％～20％程度の使用が見られる語義が異なった。「乗せる」に関しては、
最も使用が多かった語義以外で10％以上になったものはどの分野でもなかった。それを考え
ると、「乗る」では 3 分野共通で使用が多かった、語義番号 2 （乗り物の中に入る）、 2 分野
共通で使用が見られた語義番号 1 （上にのぼる）及び 3 （加わる・参加する）、 1 つの分野
でしか使用は見られなかったが10％位以上の使用があった語義番号 5 （勢いのまま進む）や
10（それによって運ばれる）といった、 5 つの語義を学習者が学ぶべき重要な語義だと考え
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